
福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出

張
所
が
統
合
さ
れ
ま
す

-
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ-

　

福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出
張

所
は
、
10
月
９
日
に
郡
山
支
局
お

よ
び
白
河
支
局
に
分
割
統
合
し
、

同
日
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
須
賀
川
出
張
所

で
取
り
扱
っ
て
い
た
登
記
事
務
お

よ
び
白
河
支
局
で
取
り
扱
っ
て
い

た
戸
籍
事
務
、
人
権
擁
護
事
務
は

左
記
管
轄
市
町
村
の
と
お
り
、
統

合
先
の
支
局
に
お
い
て
取
り
扱
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
統
合
先

　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　
（
郡
山
市
希
望
ヶ
丘
31
番
26
号

　

☎
０
２
４-

９
６
２-

４
５
０
０
）

▽
管
轄
市
町
村

須
賀
川
市
、
岩
瀬
郡
鏡
石
町
・

天
栄
村
、
石
川
郡
の
う
ち
玉
川

村
・
平
田
村（
郡
山
市
、
田
村

市
、
田
村
郡
は
従
前
通
り
）

■
統
合
先

　

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局 

　
（
白
河
市
郭
内
１
番
地
１
３
６

　

☎
０
２
４
８-

２
２-

１
２
０
１
）

▽
管
轄
市
町
村

石
川
郡
の
う
ち
石
川
町
、
浅
川

町
、
古
殿
町（
白
河
市
、
西
白

河
郡
、東
白
川
郡
は
従
前
通
り
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

問
福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
２
４-

４
３
４-

１
１
１
１

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

-

10
月
15
日
㊊
か
ら
21
日
㊐
ま
で

は「
行
政
相
談
週
間
」-

　

10
月
15
日
㊊
か
ら
21
日
㊐
ま
で

の
一
週
間
は「
行
政
相
談
週
間
」で

す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所（
国
、
県

お
よ
び
市
町
村
）や
特
殊
法
人
な

ど
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や

困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ

と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し

た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す

る
も
の
で
す
。　
　
　

　

行
政
相
談
委
員
は
、
い
つ
で
も

自
宅
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
次
に
よ
り
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
行
政
相
談
会
】

■
日
時

　

10
月
18
日
㊍

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所

多
目
的
研
修
集
会
施
設（
１

階
・
青
年
婦
人
研
修
室
）

■
行
政
相
談
員

過
足
義
夫
さ
ん（
浮
金
字
宇
東
50

番
地　

☎
７
３-

２
５
１
５
）

　

す
べ
て
の
事
業
主
は
、
法
定
雇

用
率
以
上
の
割
合
で
障
が
い
者
を

雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す（
障

害
者
雇
用
率
制
度
）。
こ
の
法
定

雇
用
率
が
、平
成
25
年
４
月
か
ら
、

下
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
事

業
主
の
皆
さ
ん
は
、
ご
注
意
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
注
意

　

従
業
員
50
人
以
上
56
人
未
満
の

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
特
に
ご
注
意

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
障

が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す

-

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ-

事業主区分
法定雇用率

現行 平成25年４月１日以降

民間企業 1.8％ 2.0％

国、地方公共団体など 2.1％ 2.3％

都道府県などの
教育委員会 2.0％ 2.2％

く
だ
さ
い
。
今
回
の
法
定
雇
用
率

の
変
更
に
伴
い
、
障
が
い
者
を
雇

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主

の
範
囲
が
、
従
業
員
56
人
以
上
か

ら
50
人
以
上
に
変
わ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
１

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

☎
０
２
４-

９
４
２-

８
６
０
９

公立小野町地方綜合病院から

◎今回は、栄養室の管理栄養士から、食
　中毒の予防についてお知らせします。

　食中毒は、夏場に多い細菌性と、冬場に
多いウイルス性があります。細菌性の食中
毒には、激しい下痢などを起こす腸管出血
性大腸菌O-157があり、生で食肉を食べ感
染するケースが多くみられます。
　冬場に多いウイルス性にはノロウイルス
があり、ほとんどの場合は口から体内に入
り、おう吐や下痢などの症状を引き起こし
ます。これらの食中毒を予防するには、と
にかく「手や調理用具などをよく洗うこと」
「肉類は十分加熱すること」が重要です。
　食中毒予防の三原則は、「菌を付けない」
「菌を増やさない」「菌を
なくす」です。この原則
を守り、家庭から食中
毒をなくしましょう。
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